
 

 

  

「自分の保育の質を高めたい！」 

「外部の先輩からもアドバイスをもらいたい！」 

そんな思いのある、実践経験 3年未満の森のようちえん実践者
のための勉強会を企画しました。 

自身の実践を記し、発表することで、今まで気づかなかった視点
に気づき、子どもに対する向き合い方等の新しい視野が広がりま
す。他園の実践を聞くことで、新たな保育が想像できる可能性も
あります。 

少人数の森のようちえんほど、このような勉強会の場は貴重な機
会となるに違いありません。 

団体からの推薦も歓迎です。お申し込みをお待ちしています！ 

当日の進行・助言 

小林成親（長野県 山の遊び舎はらぺこ） 

沼倉幸子（千葉県 森のようちえんはっぴー） 

京井麻由（静岡県 野外保育ゆたか） 

スーパーバイザー 

山口美和（上越教育大学大学院 准教授） 

 

参加の流れ 
１ 申し込み（先着順） 

２ レポート提出（指定様式。12/10締め切り） 

３ 発表の準備（zoom にて写真提示等可） 

 ＊レポート様式はチラシの裏面をご確認ください。 

 

当日の内容 
発表（各 15分程度。参加人数により変更あり） 
助言および感想 

NPO法人森のようちえん全国ネットワーク連盟 

実践研究講座 

---------------------------  

森のようちえん 

若手保育者勉強会 
---------------------------  

2020年 12月 20日（日） 

13:00 から 15:30 

オンライン zoom 

【対象】 

森のようちえん実践経験が 3年未満で 

事前にレポート提出が可能な方 

先着３名程度 

 

【参加費】 無料 

お申込 お問い合わせ 
NPO 法人森のようちえん全国ネットワーク連盟 調査研究委員会 

      chousa-kenkyu@morinoyouchien.org 
(お申し込みの際は、お名前、所属団体、参加動機をお書き添えください。)  

mailto:chousa-kenkyu@morinoyouchien.org
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森のようちえん若手勉強会 

レポート様式 

園名： 発表者氏名： 

園児数 

 

２歳児   名、３歳児   名、４歳児   名、５歳児   名 

合計    名 

園の概要 

環境構成等 

 

 

テーマ 

事例を取り上

げた理由 

 

 

 

事例の概要 

 

子どもの姿、 

保育者の 

援助・配慮等

を時系列で 

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育者の思

い・ねがい 

 

 

 

 

 

事例を通し

て検討した

いこと 

 

 

 

 

 

 

参加者には事前に以下の様式のレポートをご提出いただき、当日はそれに基づきながら実践発表を行っていただき

ます。レポートとは別に写真や動画等がある場合は当日発表時にご使用ください。発表後はその他の実践者も交え

た研究討議を予定しています。 


